
牛海綿状脳症（BSE）対策本部決定事項   

6月24日から7月23日までの間、厚生労働省及び農林水産省  

が実施した米国の対日輸出認定施設35施設の現地調査結果を踏ま  

え、次の措置を講ずることとする。  

1 調査結果への対応  

（1）今回の調査においては、調査対象35施設中20施設において、   

対日輸出プログラム等について特段の指摘事項はなかったので、   

米国側は対日輸出リストに掲載する。  

（2）残りの15施設の調査結果を踏まえ、  

（D 企業合併によりマニュアルを大幅に変更手続中の1施設は、  

米国が査察を行い、日本が確認するまでの間は、米国側は対日  

輸出リストに掲載しない。   

② 認定前のと畜牛肉を出荷した1施設については、当該施設に  

おける対日輸出プログラムの遵守を確認するため、輸入手続再  

開当初、通常常駐しないAMS職員を一定期間常駐させ、監視  

及び評価を行う。AMSは、その後さらに当該施設の査察を行  
って、遵守状況の監視及び評価を行う条件付きで、米国側は対  

日輸出リストに掲載する。  

日本側はAMSの評価結果の報告を受けるとともに現地にお  

いて実施状況の確認を行う。   

③ この他の13の事例については、既にこれらの施設で是正措  

置が講じられていることを、改正されたマニュアル等や米国政  

府が確認した旨の報告により日本側が確認できたことから、米  

国側は対日輸出リストに掲載する。   



2 今後の対応  

（1）調査対象施設35施設中34施設について輸入手続の串間を認   

める（うち1施設については条件付き認定）こととするが、今後   

6ケ月間は米国側の対日輸出プログラムの実施状況を検証する期   

間とし、この期間中は、米国側は、調査対象35施設以外の新た   

な対日輸出施設としての認定は行わないこととしている。  

また、日本側は、輸入手続再開後、通常の査察に加え、米国側   

の抜き打ち査察に同行することにより、対日輸出プログラムの遵   

守状況を検証する。  

（2）昨年12月12日から本年1月20日までの間に米国から輸出   

された未通関牛肉等は、米国側調査で問題がなかったとされ、甲   

本側現地調査でも安全性については問題がないことを確認したが、   

念のため、今後新たに対日輸出される牛肉等について一定期間問   

題がないことを確認の上、全箱を開梱した牛肉等の確認を受けて、   

問題がないものに限り輸入を認めることとする。  

3 その他  

（1）消費者の合理的な選択に資する観点から、牛肉を使用した加工   

食品の原料原産地表示や、「外食における原産地表示に関するガ   

イドライン」ヒ基づく原産地表示など事業者による主体的な情報   

提供の一層の活性化を促すとともに、牛肉の原産地表示等につい   

てJAS法に基づく監視指導の更なる徹底を図る。  

（2）米国産牛肉輸入問題については、本年4月及び6月に全国10   

か所でリスクコミュニケーションを実施するなど国民への情報提   

供に努めてきたところであるが、今後とも、査察の結果等をはじ   

めとして、国民に対する情報提供に努める。   
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認定施設の現地調査緒果）  
いてのアンケート   

本日は、お忙しい中、説明会へご参加頂きありがとうございます。   
本日の説明会に参加したご感想、ご意見をお聞かせ下さい。今後、より有意義なもの  
とするための参考といたしますので、ご協力下さい。   

なお、後日の提出をご希望の方は、8 
借して下さい。  

F A X番号：03－3503－7965   

～ご回答をお願いします～  

匝∃ あなたはどのような立場で参加しましたか。  
1 

4 主婦  5 学生  6 無職  
3 生産者（団体を含む）   
7 地方自治体職員   

具体的にお書きください  

8 国家公務員（省庁名  
9 その他（  

匝司 本日の説明会の開催を、どのような方法で知りましたか。   
1 厚生労働省・農林水産省のホームページ（報道発表資料）、配布物   
2 厚生局・農政局・沖縄総合事務局のホームページ、配布物   
3 農政事務所のホームページ、配布物   
4 その他の行政機関のホームページ、配布物   
5 メールマガジン（発行者   
6 新聞、雑誌等（新聞、雑誌の名称：   
7 所属団体からの連絡   
8 その他（  

匝司 これまでにBS巨問題並びに米国産等輸ケ牛肉に関する意見交換会等に参加■され  
たことはありますか。  

1 厚生労働省・農林水産省が開催した意見交換会  
2 食品安全委員会が開催した意見交換会  
3 地方自治体が開催した意見交換会  
4 企業、業界団体などが開催した意見交換会  
5 消費者団体が開催した意見交換会  
6 その他（  
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匝司 説明についてお七ずねします。   
・説明内容について理解できましたか。  

（1理解できた 2おおむね理解できた 3どちらでもない 4あまり理解できなかった 5理解できなかった）   

・提示したスライド資料の内容はわかりやすかったですか。  
（1わかりやすかった 2おおむねわかりやすかった 3どちらでもない 4ややわかりにくかった 5 わかりにくかった）   



・説明者の説明内容はわかりやすかったですか。  

（1わかりやすかった 2おおむねわかりやすかった 3どちらでもない 4ややわかりにくかった 5わかりにくかった）   

・質問に対する行政からの説明はわかりやすかったですか。  

（1わかりやすかった 2おおむねわかりやすかった 3どちらでもない 4ややわかりにくかった 5わかりにくかった）   

・質疑の時間は十分でしたか。  
（1長かった 2 やや長かった 3 ちょうど良かった 4 やや短かった 5 短かった）   

・説明者の声はよく聞こえましたか。  

（1聞こえた   2 おおむね聞こえた   3 あまり聞こえなかった   4 聞こえなかった）  

匝司 説明会を開催したことを評価し辛すか。  
（1評価する 2 おおむね評価する 3 どちらでもない 4 あまり評価しない 5 評価しない）  

匝司 日頃からご関心の高いものについて、3つまでご回答下さい。  
1 残留農薬  
2 食品添加物  
3 動物用抗菌性物質（いわゆる抗生物質等）  
4 環境からの汚染物質（カドミウム、メチル水銀、ダイオキシン類等）  
5 天然毒素（カビ毒等）  
6 加工中に生成する汚染物質（アクリルアミド等）  
7 家畜の病気（BS E、鳥インフルエンザ等）  

8 有害微生物（病原性大腸菌、サルモネラ菌等）  
9 遺伝子組換え農産物   
10 食品表示   

11トレーサビリテイ  

1－2 その他（  

匝司本日の「米国産牛肉輸入問題（対日輸出認定施設の現地調査結果）に関する説明  
会」の感想、その他運営などで、何かお気づきの点や感じたことがございましたら  

ご記入下さい。  

ご協力ありがとうございました。   




